
上顎神経, 眼神楽歪, セル神経節ガッ

三叉神経(脳神経V ， N. trigeminus) 

V 叉神経(-・圃・・・・・
・・・・圃圃.

B 
友jj~神FE

S邑毛-t:I' f料亭量呈A 

匁J'~:主 tffS分

ー一 口

ーム tえ'1' 桝への紛44廿!立問!こ人り .

音リ

M奇ヵ、ら Ji l る il止イ下1'1，の ド1 1晶t である

/ をイT し .

Gassen) I立、1!O 月神位節 ( G anglion 

解

小脳骸 ( 1・~I イH必党 )へ終やI1拾知l党枯(触f! 1;ヨ:) . 

/
t
i
le
'
IIl
ia-
、

~tiJ 号貢浮主

-kt草津工

島吉 ~~ f主

êRli員弓

長居骨竹

-9.- f主

限高下神経

事役

f
d
V
¥
 

ーー『 、

的 t~ 者ち4亭主主

C 

自民宇F経

ロ丹空枝

• • ・ 1 、、 ‘, ， 司、‘

v • -T 
, . 
e ・

, ' 
, ' , • 
01 , ' 

，“、-, ー‘- ー 一 一. . ・?一 、 -ー

" I :、"
-ー.

首tEft符経

阪神経

ガ ッ セル神経節

三叉神経

市
川

下方へ

干見事告車1H と Zfi んないニとカイ

maxillaris) 

のよ顎神経 . ，，3'下顎神経 である 。

小百1> は斗ぺ月担1 1料館iの形成に l対ワせず .

ophthalmicus) H良俗7 . 11可古íi持1\ . 協皇

こ j'L ，~のlIi川\Î'の 知'党機から山 fよ ー ー次 ニュ一

そ σ〉

"'J る

キ主と

q、?にñ'tb!i ~各 -M主 lよ{本節i"I'I，門 l"ダIJ を

すなわち .

major) 

minor ) に分れる n

こ tし も第 1

ー百1\ などの知'廷を

行くにつれ F. ねè>';1止 め l犯ダIJ を IJ ~す の

卜- 7ifT13!立rJ の J，+;i 附をえ配 し .

またー .nls :.t J;:" fT' し て軍字詰& í1丹 十五

三叉神経:土知党性部分(大奔1\porlio 

1 :行 し 悦Iょに終る 。

半川和11経節かぅ = つの絞がJ13 ろ 。

内部を通り下型H神経に入る 。

運動|企部分 (小百f\ portio 

膜 . 1.(IJ !為腔 . ~事件の

宇鬼'VL と l羽{系 fL- < , 

お上顎神経 ( N

口ン の線~IU .t

大切 である の

へ終る 。

。〉目良キ申車圭 ( N

(下E艮キ申帝圭.

店三 し .

1) 

党 )

|ー 向:1.!背 1\の皮 1内 .同僚知覚 1'1・で .

J
 

ー
、

1

1

、

、

白

'

j

-

J

1

，

‘
.
ド

:

'

・

1

J
'

.

、
.
、

，
，

j、
、
.
.

ー

'

p

}J

J

Iｭ

-
-
司
、
、
‘

司

、
・

r

‘
，

.. ‘,
f 

‘
、
、

1
1

・

2

\

i

'
'
!

・
1

、

、
、

.. 

d
 

-
句

、

.

.

.
 
‘
一
，

、

‘
.
、
.
、

.
ノ

、
J
‘

、J

‘J
，
，

j

i一
』

-
t
a

、

、

、

‘

.
・

1
L
ι
q
e
l

h
l
l
a
-
­

\
\
、

、

L

Lr
・
、
-

J
u
-
-
-J
'

、
}
‘

、

、

.
E

..
 

, 

.

.
 
、

i
F

iー

、
ー

、

、

}

・

ド
・

p

j

a
t

!

、

i

、
‘
‘

・
・

ι
ι

・

i

‘ 
.• 

、
、

-
h

二
、

.

‘
l

S

・J
.
-

一
子
・、
ht
、
いパ
リ
H
h
a

­

-i

l

i
l

--
‘

i! 

‘
、
、

ぃ
・
・

a

e
、

.
‘

，
，

一
，

、
ヘ

\
\
L
:
!

‘
‘

l

'

、
，
.

、
ー

、

・

r

L

r
、
~
ー

守

、

〈

・

4
，

・、
、

・
、、，

a「，
・
~
f

'

、
、
ー、

・
J

:
:

/

‘

守
、

-
-
-
-

T
ed
-‘ 

v
.
‘
ヘ
‘
、

、
、
}
、

.
i

、
、

窓口 主主神経節ー

口蓋神主主

図 C の 仰 1 < 

M則的鎚を合む )へ h< 。

iニ顎神車11 の 中

また)Jj'I 1i!l!膜へ も分布する伎がある 。

infraorbitalis) (二

」二議f Ri\の

E艮怠下神経 ( N

IJ 必 .

後よ歯嬉神主主

IIJt 

これは大11主体神続 (VII ) と深錐休

も，~けており .

ー

pt erygo pa la tin um ) に

支 ) の介同した泌突管有1 1続を

向ド符を縫て IIR街下イしか旬開 1Mに現われ ，

ild取のづ子宇t-などを司る の

殺人・のもので下限縦裂から目以内に入り .

n FブJ にう)-h.. ，

上旬i 古1\ (7)皮 l向と帖 Jl'央』ニ分イ1I する 。

拠 I I 主催神経節 ( Ggl. 

守t;*"" -.j-る 。

翼 ロ 資神経 1 :1.木幹から

神経 ( 交12裳布陣長

:i!IJ り .

よ派手車幸三査キ重E

歯柏ね出
l、 の オミ州内分

=ιね l/状の中.fix:何1づ〉司'j-j を -，ミ

‘ ー

(
 

1. fjjj Ifli の知党枚貧

布を "J .;:す か .

上色神経費霊すか ? ) 。

顔面知覚

2. 1'♀NI ，r.王ぴ)lf¥ n における斤リllí" 

4. )".1!動伎の検作(次に述べる) 。

5. u交筋反射(次に述べる)。

~ . fIl 膜反射 。


